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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成26年５月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,950 310 240 130 18.35
今回修正予想(B) 7,607 294 254 155 21.88
増減額(B-A) △343 △16 14 25
増減率(%) △4.3 △5.2 5.8 19.2
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成26年3月期第2四半期）

7,216 229 214 178 25.16

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,100 660 560 345 48.71
今回修正予想(B) 15,800 660 560 345 48.71
増減額(B-A) △300 0 0 0
増減率(%) △1.9 0.0 0.0 0.0
（ご参考）前期実績 
（平成26年3月期）

15,708 581 526 324 45.84

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,650 10 10 0 0.00
今回修正予想(B) 3,525 33 47 38 5.36
増減額(B-A) △125 23 37 38
増減率(%) △3.4 230.0 370.0 ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成26年3月期第2四半期）

3,228 △102 △60 34 4.92

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,500 50 55 30 4.24
今回修正予想(B) 7,100 50 55 30 4.24
増減額(B-A) △400 0 0 0
増減率(%) △5.3 0.0 0.0 0.0
（ご参考）前期実績 
（平成26年3月期）

7,281 △72 4 72 10.29



修正の理由 
【個別業績】 
 個別の第２四半期累計実績につきましては、日本経済の景気回復に伴う需要増を見込んでおりましたが、国内設備投資
は４月の消費税率引上げ以降、一部に弱い動きもあり、売上高は前年同期を297百万円上回るものの、前回予想を125百
万円下回る3,525百万円となる見込みです。一方、損益面では、原価低減や人件費等の諸経費の圧縮に努めた結果、営業
利益は前回予想を23百万円上回る33百万円、経常利益は前回予想を37百万円上回る47百万円、四半期純利益は前回予
想を38百万円上回る38百万円となる見込みです。  
 通期につきましても、総じて日本経済は回復基調ではありますが、国内の設備投資の回復のスピードが緩やかで受注額
の急回復が現時点では見込めないことより、売上高は前回予想を400百万円下回る7,100百万円となる見込みです。一方、
損益面では引き続き原価低減や諸経費の圧縮に努めることにより、営業利益50百万円、経常利益55百万円、当期純利益
30百万円と、前回予想から変更はしておりません。 
【連結業績】 
 連結の第２四半期累計実績につきましては、前述の個別業績の要因に加えて、タイの政情不安やインドネシア、中国等
における景気の減速等により、売上高は前回予想を343百万円下回る7,607百万円となり、営業利益も前回予想を16百万
円下回る294百万円となる見込みです。しかしながら、営業外収支の改善等により、経常利益は前回予想を14百万円上回
る254百万円、四半期純利益は前回予想を25百万円上回る155百万円となる見込みです。 
 通期につきましては、製造業の設備投資は日本国内では弱い動きが見られるものの、中国、東南アジアにおいては拡大
テンポは緩やかながらも今後も需要増を見込んでおります。個別業績と同様の理由により、売上高は前回予想を300百万
円下回る15,800百万円となりますが、損益面では営業利益660百万円、経常利益560百万円、当期純利益345百万円と、前
回予想から変更はしておりません。 

以 上


